

















































































































































































































































































































































































バークの『崇高と美の観念の起源についての探求』（Burke, Enquiry into the 




















































































ルマンE. Henszlmannの『プロポーション理論』 （7）からギーカMatila Ghykaの『黄

















ギリシア陶器』（Dynamic Symmetry: The Greek Vase.）が発刊された［fig. 153：
ギリシアの青銅のオイノコエ］。1923年に『芸術家の用いたダイナミック・シンメ
トリー』（Dynamic Symmetry as Used by Artists.）を出版した。そして没年の











ス・クックの『生命の曲線』（T. A. Cook, The Curves of Life, New York, 1914）















キャスキー L. D. Caskeyは彼に従った （14）。メトロポリタン美術館のギリシア・
ローマ美術部門のキュレーターであったギーゼラ・リヒターGisela Richterは共鳴
した。芸術家たちはハンビッジの考えにしたがって制作し始めた。ウォルター・
ドーウィン・ティーグWalter Dorwin Teague （15）のような建築家たちは魅了され
た。実際には、「祭りの前」にもサミュエル・コールマンの『自然の調和的統一：
比例的形態との関係について』（Samuel Colman, Nature’s Harmonic Unity: A 
Treatise on Its Relation to Proportional Form） （16）がハンビッジの理論を明確に利
用していた。

















































得 力 あ る 著 作［訳 注：W. H. Goodyear, Greek Refinements: Studies in 
Temperamental Architecture. New Haven, 1912］から影響をうけて書いたに違い
ない。クックがハンビッジを非難するために使っている参照用語は、したがって、
ハンビッジの理論以上に正確というわけではない。
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（1）‘Systems of Proportion’（Architects’ Year Book, Ⅴ, 1953, pp. 9─18.），（2）‘The 
changing concept of proportion’（Daedalus, winter 1960, pp. 199─215.）である。
この二つの論文は内容的に少し重複する部分があるので、その部分（1の最後と
2の冒頭三分の一ほど）を削除して、ひとつの論文にまとめてある。このまとめ方
は著者の歿後に出版された論文集R. Wittkower, Idea and Image: Studies in the 
Italian Renaissance, London（Thames and Hudson），1978. に収録された一章 ‘The 
changing concept of proportion’の体裁にほぼ従っている。ただし訳出した冒頭の
段落の数行の文章はこの論文集では削除されている。なおこの本のイタリア語版


















多くの著作の中でも最も話題となった名著Architectural Principles in the Age of 
Humanism, London, 1949.（2nd ed. 1952; 3rd ed. 1962） ［邦訳：『ヒューマニズム建
築の源流』中森義宗訳　彰国社　1971］である。その最後のAppendixⅡ～Ⅲ［邦
訳p. 246─257］は、本論文と直結する内容であり、ルネサンス関係の三パラグラフ


















けに限っても、その数は膨大なものになるだろう（Roger Herz─Fischeler, A 
Mathematical History of the Golden Number, 1987; 1998, pp. 180─195の参考文献参
照）。Graf（1958）のまとめた1800年以降1958年までの約1世紀半の、プロポーショ
ンに関する文献集成（96頁の小冊子）には通し番号で900点の、また1945年以降
の10数年で約200点にのぼる文献があげられている（Hermann Graf, Bibliographie 
zum Problem der Proportionen, Speyer, 1958.）。しかしウィトカウアーはこの文献
集成を不完全であると一言述べている（2の論文の冒頭のnote 1で。本稿では訳出
してない箇所）。上述の『ヒューマニズム建築の源流』p. 254でも同様のことを述
べている。Graf（1958）以後の文献についてはPaul v. Naredi─Rainer, Architektur 
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und Harmonie, Köln, 1982.（pp. 232─283に参考文献）がある程度補ってくれる。
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Roma, 2006.
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